
                               平成３０年１月１９日 
平成２９年度 
相談役・役員・委員２２名 各位  
                                逆瀬台小学校区まちづくり協議会 
                                    「ゆずり葉コミュニティ」 
                                     会長 中 村 一 雄 
                                        電話 72-5644 

平成３０年２月度役員会開催のお知らせ（ご案内） 

ご多忙の中、何卒万障繰り合わせのうえ、ご出席の程お願い申し上げます。 

日 時   ２月４日（日） １０時～１２時 
場 所   ゆずり葉コミュニティルーム（逆瀬台小学校内） 

≪ 議 題 ≫ 
 報  告 
  (1) 12/4(日)、「１２月度役員会議事録」について               (書記) 
     資料 １～２／２２頁 

(2) 12/6(水)、1/10(水)、「第４・５回まちづくり協議会代表者交流会」報告について  (会長) 
   資料 ３～１３／２２頁 

  (3) 1/31(水)、「第３回福祉Ｃ支援事業見直しに向けてのＷＴ会議」について (活動支援局長） 
     資料 １４～１８／２２頁 

  (4) 2/10(土)、「市民と市長のテーブルトーク」於：ウエル西山について     (会長) 
     テーマ：エイジフレンドリーシティ「お互いさまがあふれるまち宝塚」 
     資料 １９／２２頁 

  (5) 2/28(水)、社協福祉「第２地区ブロック会議」          (活動支援局長） 

  (6) 3/6(火)、ＦＭ「いまどきモーニン！」第３回ゲスト出演     (活動支援局長） 

(7) 3/29(木)、エイジフレンドリーの土砂災害警戒区域の視察について  (活動支援局長） 
   集合場所：エデンの園バス停、午前１０時、ゆずり葉台、逆瀬台の防災マップによる 

(8) 4/1 付発行の「ゆずり葉だより」春第９１号について        (事務局長) 
   原稿募集締切り＝2/19(月) 

引取り＝3/25(日)14 時～15 時 (昨年の総会決定の 3/18(日)を変更します) 

 議  案 
(1) 宝塚市きずなづくり推進事業「お互いさまがあふれるまちづくり」について  (実行委員長) 
   資料 ２０～２２／２２頁 

  (2) 北摂里山博物館「ゆずり葉の森」散策路出入口確保事業について      (会長） 

(3) 平成３０年度会長･役員の選出について                 (会長） 
     相談役、会長、事務局長、活動支援局長、広報、書記、経理、施設、監査役 

  (4) 平成２９年度活動報告及び会計報告作成について            (会長) 
     活動報告・会計報告締切 ⇒ 2/27(火)    最終会計精算 ⇒ 3/5(月) 

  (5) 平成３０年度定時役員会(総会)議案書について             (会長） 
     報告(活動・会計・監査)、議案(役員委員・事業・予算) 配布 ⇒ 4/13(金) 

  (6) 市補助金５条４号申請 ⇒ ４月中旬 事業内容：継続について      (会長） 

  (7) 次回 ⇒ 定時役員会(総会にかわる)：4/22(日) 10:00～12:00（4/29(日)を変更） 

 そ の 他 
以 上 



平成２９年１２月３日 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

「ゆずり葉コミュニテイ」 
会長 中 村 一 雄 
書記 高 崎 恒 子 

 

 

「平成２９年１２月度役員会」議事録 

 

日時    平成２９年１２月３日（日） 10：00 ～11:55 

場所    ゆずり葉コミュニテイルーム 

出席者   議決権者  ：中村、石谷、古泉、小畠、遠藤、大澤、佐野、山中、栗林 

光村、大森、木下、本行、平塚、原田、静観 

      非議決権者 ：井箟、高崎、篠原 

      ゆずりは会 ：松永、山崎 

行 政   ：山田係長(市民協働推進課)、杉浦(住まい政策課) 

コンサル  ：宮本代表取締役(関西総研)、杉山(ＯＭ環境) 

                  （合計２５名） 

 

                 ＜ 議題 ＞ 

報 告 

(1) ゆずり葉まつりに対する「PTA ゆずりは会」の意見について 

ゆずりは会から１０月に行われた「ゆずり葉まつり」の支援のお礼の言葉があり、

中村会長から今年初めて宝塚市の若い職員２人に前日と当日手伝ってもらったが、

ただ力仕事だけではなく、地域に溶け込むためにもっと皆と交流のできる手伝いを

したいと職員からの要望が伝えられ全員了承した。 

◆ 上記に続いてレジメの議題にないが、急遽、宝塚市が進める「地域ごとのまちづく

り計画の見直し支援について」関西総研とＯＭ環境の代表者から挨拶とまちづくり

計画の進め方の説明を受けた。これから役員会と５役会に出席されるとのこと。 

(2) 10/5(日)「10月度役員会」「校区福祉ネットワーク会議」会議録について 

中村会長から、資料１～2／15 頁を簡単に説明し全員了承した。 

(3) 11/8(水)「まちづくり協議会代表者交流会」報告について 

遠藤特命部長が出席したが中村会長より資料 3～5／15 頁を説明し全員了承した。 

(4)「地域自治の推進に関する請願」の採択について 

  中村会長から、資料 6～7／15 頁について説明があり、紹介議員７人で請願者は宝小

まち協会長と宝すみれ自治会連絡会事務局長の連名によるものである。市会議員全 
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員により請願が採択された。趣旨は平成２５年度から２６年度にかけて行政・議会・

市民交流部に①宝すみれ自治会連絡会事務局長と１２人の自治会連名で「要望書」が

提出され、加えて②「宝塚市住民自治組織のあり方に関する調査専門委員の報告書」

及び行政が決定した③「地域自治の推進に向けての今後の取組」の関連性を推進する

内容の決意が採択されたものである。この現状の趣旨をよく理解・把握してゆずり葉

コミュニティは、さらなる地域力を推進する必要性がある説明があり全員了承した。 

(5) 10/27(金)「福祉Ｃ支援事業見直しに向けてのＷＴ会議」について 

  石谷事務局長、古泉活動支援局長が出席。古泉活動支援局長から資料 8～11／15 頁によ

り説明があった。当日の参加者は１３のまち協で２３名であった。各まち協の情報

交換が行われた。全員了承した。 

(6)「県政１５０周年記念県民連携事業助成金」募集について 

  中村会長から資料 12～13／15 頁により、平成３０年７月兵庫県が成立１５０周年

を迎え、これを記念して助成金を募集しているので、各自治会単位で申請されるよ

う説明があり全員了承した。 

(7) 12/23(土･祝)「第１３回宝塚ハーフマラソン大会」従事ボランティアについて 

中村会長から昨年に続いて前会長千秋さんをまち協従事者に依頼し全員了承した。 

(8)「小学校体育施設開放事業」に関する今後の運用について 

中村会長から資料 14～15／15 頁により、説明があった。小学校の体育館、運動場の

体育施設を「スポーツクラブ２１」が利用しているが、平成３０年度より行政の管

理指導員制度が廃止される。宝塚市がいろいろと行財政改革に向かうと今後当会の

活動拠点にも影響があると思われるので注意が必要との説明があり全員了承した。 

(9) 1/1 付発行の「ゆずり葉だより」新春第９０号について 

  石谷事務局長から、「ゆずり葉だより」の同号の原稿締切を 11/19(日)とし、引取日

は 12/17(日)に、各単位自治会が引き取りに来ることの案内と要請があった。 

議 案 

(1) テーマ「お互いさまがあふれるまちづくり」事業の推進について 

逆瀬台地域の魅力ある公園の創造とロードマップを活用した地域創生事業について

石谷実行委員長から説明があり、実行委員会が企画するスケジュールと各単位自治

会への依頼事項があり、これを全員了承した。 

(2) 平成３０年度会長の選出について 

  中村会長から次回の２月度役員会が最後となるので、そこで平成３０年度の役員候

補を決め、新旧会長のもと事業計画、予算案などを策定して頂きたい旨の説明があ

り全員了承した。 

以上 
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平成２９年度 第５回まちづくり協議会代表者交流会 

日時：平成３０年（2018 年）１月１０日（水）１４時～１６時 

                      場所： 市役所３階３－３会議室 

１．宝塚市長新春挨拶（中川智子市長）（５分） 

 

２．ワークショップの総括（コミュニティ西山 久保田会長より）（１５分） 

 

３．ワークショップを終えての感想 （１分×２０人）（２０分） 

   

４．地域ごとのまちづくり計画見直しについて（３０分） 

  ＜事務局及び支援事業者「関西総合研究所・ＯＭ環境計画研究所共同企業体」説明＞ 

  ①各まちづくり協議会へのまちづくり計画見直し説明状況について 

  ②まちづくり計画見直しガイドラインについて 

  ③地域カルテについて 

 

５．宝塚市みんなのまちづくり協議会ブログの活用について（宝塚ＮＰＯセンター）（５分） 

 

６．事務局からのお知らせ（５分） 

①ＦM宝塚出演予定 

平成３０年１月１８日（木）宝塚市光明地域まちづくり協議会 

   平成３０年１月３１日（水）宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 

   平成３０年２月１４日（水）宝塚市良元地区まちづくり協議会 

   平成３０年２月１５日（木）まちづくり協議会コミュニティ末広 

  ②県政１５０周年記念 県民連携事業について 

 

７．宝塚ハーフマラソンの御礼と小学校管理指導員の廃止について 

（スポーツ振興課）（１０分） 

 

８．宝塚コミュニティ・スクールについて（学校教育課）（１０分） 

 

９．その他 

  ①市民と市長のテーブルトークについて 

  ②協働の指針市民説明会の開催について 

  ③自治会活動における女性の活躍を考えるワークショップ in 宝塚 

  ④今後の日程 

   平成２９年度第６回： 平成３０年３月１４日（水）１４時～１６時 
               場所：市役所３階 ３－３会議室  ※基本は第２水曜日 

≪配布資料≫ 
・まちづくり協議会代表者交流会ワークショップまとめ資料一式 

・地域ごとのまちづくり計画見直しにかかる地域カルテ項目一覧資料 

・まちづくり協議会ブログへの二次元バーコードのご紹介とお渡しについて 

・県政１５０周年記念 県民連携事業を募集中 

・宝塚コミュニティ・スクール関連資料 

・協働の指針市民説明会チラシ 

・自治会活動における女性の活躍を考えるワークショップ in 宝塚チラシ 
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宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成２９年度・第５回）報告 

 

日  時  平成２９年１月１０日（水）１４：００～１６：００ 

場  所  市役所３階 ３－３会議室 

 

出席者   まちづくり協議会（１８）欠席（２） 

      宝塚市長  中川 智子（あいさつ後に退席） 

市民交流部 中西 

市民交流部 きずなづくり室 古家 

きずなづくり室地域自治推進担当 新城 

市民協働推進課 山田、鈴木、大崎、新元、藤田勝己、 

藤田敏明、藤田勝治、久根 

 

議事概要（要旨）  

 

冒頭、座長である宝塚市長尾地区まちづくり協議会 久保田会長より新年の挨拶があった。 

 

１．宝塚市長新春挨拶 

宝塚市長より新年の挨拶で、昨年も大変お世話になりました、今年も住みやすいまちづ

くりのためのお力添えよろしくお願いいたします。また若手職員を各まちづくり協議会の

イベントに参加させていただいてありがとうございました、と述べられた。 

 

２. ワークショップの総括 

   宝塚市西山まちづくり協議会 久保田会長が進行を務めた。配布資料を確認の後、まち

づくり協議会の位置づけに関して意見を述べられた。 

   （説明概要） 

   ・まちづくり協議会の位置づけとして、まちづくり協議会は縦糸と横糸が組み合わさっ

たもの 

   ・まちづくり協議会は自治会と各団体をつなぐプラットホーム、以前のピラミッド型の

体制から徐々にプラットホーム型に移ってきている 

   ・地域のまとめ役 

   ・広域的な事業をする場 

   ・ポイントとして、民主的な運営、会計の透明性が必要となる 

 

３. ワークショップを終えての感想 

 １２月６日に行われたワークショップの感想を、各まちづくり協議会１分ずつ感想を述

べた。 

   （感想・意見） 

・まちづくり協議会と自治会連携をしながら行っていきたい 

・まちづくり協議会の役割として、社会の変化の中で崩壊する組織をいかにして繋いで

いくかと感じるようになった 

   ・次の世代のバトンタッチを考えていかないといけない。若い人の意見を聞く 

   ・１０年後を考えて進めて行く必要がある。まちづくりについてではなく、行事が中心

になっている 

   ・自治会の任期が１年という中で、次の役員につなげていくことの必要がある 

   ・地道にまちづくり協議会の実績を積み重ねていく 

   ・少年野球などスポーツを通して若い人につなげていく方法も考えられる 
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４. 地域ごとのまちづくり計画の見直しについて 

①各まちづくり協議会へのまちづくり計画見直し説明状況について 

  市より、１１月より各まちづくり協議会の定例会等に参加し、地域ごとのまちづくり

計画の見直し説明を行い、１月１０日に行われた宝塚市高司小学校区まちづくり協議会

への説明をもって説明が終えたことを述べた。 

②まちづくり計画見直しガイドラインについて 

  現在、協働のまちづくり促進委員会とともに議論を進めていることを述べた。 

③地域カルテについて 

    資料を用いながら、「市から提案するデータ」、「各まちづくり協議会より要望があ

り、全まちづくり協議会に提供するデータ」、及び、「各まちづくり協議会より要望が

あり、要望のあったまちづくり協議会に提供するデータ」に分けて説明を行った。 

    出た意見については、以下のとおり。 

・防犯カメラの設置場所について自治会独自に設置したものなどは網羅しているのか 

    →市が設置したもののみ把握しており、自治会独自のものは網羅していない（市） 

   ・過去の災害被害の項目について、阪神淡路大震災の時に全壊世帯や亡くなった方等の

データはあるのか 

    →確認を行う（市） 

     【確認結果】 

      引用元のデータには、阪神淡路大震災発生時データは含まれていない。 

   ・地域内の水路の項目について、農業用水路は入っているのか 

    →確認を行う（市） 

     【確認結果】 

      農業用水路については、市が把握している農業用水路のみ含まれている。 

   ・提供されたカルテの項目を用いて、まちづくり計画をどのように立てればいいのか 

    →関西総合研究所・ＯＭ環境計画研究所共同企業体が、各まちづくり協議会の見直し組

織に参加する。その際にアドバイスを行い、それを受けて各まちづくり協議会で活かして

いただきたいと思う（市） 

・まちづくりにはお金がかかるが、その内容について話し合いは行われているのか。机

上の空論では意味がない。 

    →まちづくり計画の見直しを行っていただき、第６次総合計画の一遍となるよう目指

して取り組みを進めて行く。その際、まちづくり協議会の補助金に関しても見直し

ていかないといけないと認識している。まちづくり計画見直しと並行して考えてい

きたい。 

   ・どこのまちづくり協議会の説明に行っても内容が変わらないようにしてほしい 

   ・前回のまちづくり計画では、市も進捗管理が出来ていなかったのが反省点。第６次総 

合計画の一遍となるよう目指していく上で、出来るようなものを一緒に作っていき、 

画に描いた餅にならないようにしていく。 

   

５．宝塚市みんなのまちづくり協議会ブログの活用について 

宝塚ＮＰＯセンター馬越氏より、ブログを見てもらう機会を増やすために、二次元バー

コードを作成した旨を述べた。宝塚ＮＰＯセンターからデータを送ること、不要であるま

ちづくり協議会は、市民協働推進課へ連絡してほしい旨が述べられた。 

   先行して二次元バーコードを作成した各まちづくり協議会から出た意見については、 

以下のとおり。 

   ・二次元バーコードを作成からしばらくするとアクセス数が下がった。内容が大事であ

ると反省した 

   ・スポーツクラブ２１のスケジュールなどを載せるようにしてから、アクセスが伸びる

ようになってきた 
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６. 事務局からのお知らせ 

①ＦＭ宝塚出演予定 

平成３０年１月１８日（木）宝塚市光明地域まちづくり協議会 

平成３０年１月３１日（水）宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 

 平成３０年２月１４日（水）宝塚市良元地区まちづくり協議会 

 平成３０年２月１５日（木）まちづくり協議会コミュニティ末広 

パソコンでFM宝塚の放送を聞いた際、音が聞こえなくなった。FM宝塚清水氏から、その

ことについて市に連絡はあったか 

→清水氏に連絡を取り確認を行う（市）確認した結果、FM宝塚のパソコン放送用機械が

不調であったため一時的に聞こえなかったとのこと。 

②県政150周年記念 県民連携事業募集について 

 現在も募集中であり、興味があれば申請していただきたい旨を事務局より連絡を行った。 

 

７．宝塚ハーフマラソンの御礼と小学校管理指導員の廃止について 

   スポーツ振興課より、１２月２３日に開催された宝塚ハーフマラソンにボランティアと

して協力していただいたことに関してお礼があった。 

   小学校管理指導員を平成３０年度４月１日より廃止となることが述べられた。他に対し

てどのように説明を行ったか知ることが出来るよう、資料配布し説明を行った。 

   出た意見については、以下のとおり。 

   ・コミュニティが借りる場合はどうなるのか 

    →学校長と直接交渉を行っていただき、鍵を借りて開け閉めを行う、あるいは警備員

がいる時間帯で活動を行っていただく（市） 

   ・小学校の体育館は避難所になっていることから、鍵は各コミュニティに預けるべきで

はないか 

    →避難所に関する内容については、現在調整を行っている。（市） 

 

８．宝塚コミュニティ・スクールについて 

   学校教育課より、宝塚コミュニティ・スクールについて説明があり、再度３月 14日に 

開催される宝塚市まちづくり協議会代表者交流会で説明を行う。 

    

９．その他 

  ①市民と市長のテーブルトークについて 

    市民協働推進課より、１２月１７日（日）に宝塚第一小学校区まちづくり協議会、宝

塚市末広小学校地域まちづくり協議会のエリアで行った。まちづくり協議会よりエイジ

フレンドリーシティに関する取組について５分間述べて頂いた。これからも各まちづく

り協議会の取組を発表して頂きたいと思う。配布資料については、事前に市民協働推進

課へお送りしていただきたい。 

次回：２月１０日（土）コミュニティセンター「ウェル西山」 

宝塚市西山まちづくり協議会・逆瀬台小学校区まちづくり協議会エリア 

テーマ：エイジフレンドリーシティ「お互いさまがあふれるまち宝塚」 

  ②協働の指針市民説明会の開催について 

   ２月３日（土）中央公民館 

   内容：宝塚市協働の指針及びマニュアルについて 

      「はなみずき保育園」の取り組み 

  ③自治会活動における女性の活躍を考えるワークショップ in宝塚 

 ２月１日（木）宝塚市立男女共同参画センター・エル 

 全国の女性の自治会長率が５．２％に対し、宝塚市は２２．５％である事が述べられた。

講演では、宝塚市の女性の自治会長が事例発表を行う 

④今後の日程   平成２９年度第６回：平成３０年３月１４日（水）１４時～１６時 

                          場所：市役所３階 ３－３会議室 
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     平成２９年度 第４回まちづくり協議会代表者交流会（ワークショップ） 

         期日：平成２９年１２月６日（水）開催報告 

 

 

■旗上げアンケート結果 

 

問１．あなたは 

①中年である ・・・ １１人 

②若者である ・・・  ８人 

③その他   ・・・  １７人（高齢者(気持ちは若いが)） 

 

問２．まちづくりにあたって、あなたの意識 

①何事にも意欲的にとりくむ積極派 ・・・ １４人 

②取り組むが急がない慎重派    ・・・ １８人 

③今のままで良い現状維持派    ・・・  ３人 

④無関心派                       ・・・   ０人 

⑤その他                       ・・・   ０人 

 

問３．地域で気になること 

①防犯上の危険性   ・・・ ７人 

②自然災害の危険性 ・・・ ５人 

③少子高齢化    ・・・ １４人 

④環境問題     ・・・ ２人 

⑤その他      ・・・ ７人（地域の温度差、子どもの貧困・教育問題、次の世代の

担い手づくり） 

 

問４．住民のまち協への理解は進んでいる 

①全くそう思う   ・・・   ０人 

②まあそう思う    ・・・  １２人 

③あまりそう思わない    ・・・ １５人 

④全くそう思わない    ・・・  ７人 

⑤その他        ・・・   ０人 

 

問５．まち協と自治会の関係は良好である 

①全くそう思う   ・・・   ５人 

②まあそう思う      ・・・ １８人 

③あまりそう思わない   ・・・  １２人 

④全くそう思わない     ・・・   ０人 

⑤その他         ・・・   ０人 
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問６．今後のまち協に必要なこと 

①若い人に活動の場を与える   ・・・ １０人 

②広報活動を積極的に行なう   ・・・  ８人 

③世代間交流活動を活発化させる ・・・ １０人  

④行政の支援を充実させる    ・・・  ３人 

⑤その他            ・・・    ５人（地域が全体を俯瞰する事、まち協の立

ち位置を法令などで明確にすること） 

 問７．今日の感想 

 ①面白かったのでまた来たい     ・・・ １７人 

 ②行政と協力したいのでまた来たい  ・・・  ９人 

③このような検討は行政がすればよい ・・・  ０人 

④あまり気乗りしない        ・・・  ３人 

⑤その他              ・・・  ４人 

 

 

 

■ふりかえり 

 

●わたしが気付いたのは 

 ・育成には、PTA からの接触が大切。これという人にアタックして行くことが大切 

 ・どちらの地域も課題は共通していることが多いと思う 

 ・みなさんの思いは共通 

 ・まち協活動は全て見守りつながる 

 ・世代交代については今の活動者は思っているが、今現職の方々は課題と思っていない 

（仕事の担い手として高齢者をどのように使うかを考えているはず） 

 ・みんなが同じような問題を持っている。仲間の輪を広げねばならない 

 ・どの観点にしてもみんなの思いが一緒であること 

 ・いつも同じような意見が多い 

 ・会議の場でお会いしてもなかなかゆっくり話す時間がないけれど、このような場で話し

あうと色々と皆それぞれ考えておられることがわかった 

 ・まち協でのまちづくりの大切さ 

 ・広い地域での課題は様々で一様ではない。それぞれの地域で課題克服に努めることが肝

要だと思った 

 ・高齢者が主体である 

 ・職業が多彩であり、ここに要職について活発にされている 

 ・それぞれの活動をされている人がいる 

 ・次世代の“育成”というのは上から目線！という指摘は厳しかった 

 ・どの会合でも同じような顔ぶれで、同じような内容である 

 ・各地区にはいろんな問題があるが話し合えば通じる 

 ・まち協全体としての目標の整理（まちづくり計画）に合わせ、実行するための組織体制

にも見直しが必要ではないか？ 

 ・熱心である 

 ・共通の問題をお持ちと理解できました 

 ・他の自治会（まち協）も思っていることは同じだ 
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 ・皆さんが思い考えていることはあまり変わらないと気づきました 

 ・どこも悩みは同じですね 

 ・大昔は自分の地域は自分で守るという意識があったが、現状はその意識が希薄になって

いる 

 ・今すぐ担い手となる方だけに目を向けるのではなく、緩いつながりから時間をかけて活

動に参加してくれるようにつながっていくこと 

 ・次世代の担い手を探す工夫を様々にされていること 

 

●わたしがおどろいたのは 

 ・各グループの発表がとてもよくまとまっていてわかりやすかったです 

 ・役員をくじ引きで決めている所が複数ある 

 ・発表者がかなり舞台慣れしていること 

 ・よく理解と工夫している 

 ・男性をその場に導くことの内容が参考になった 

 ・青少年部の活動に PTA を辞めてから、残って引き続いて取り組んでいるまち協があった 

  （私の所は 1年で交代） 

 ・自治会とまち協の考えが違うこと 

 ・自治会長・コミュニティの会長になっている方の態度におどろく 

 ・組織化されて活発に活動されている 

 ・一致団結されている 

 ・20 世帯で自治会を結成し課題を抱えている方がおられるのは、近隣の援助の手を差し伸

べられないか 

 ・全く活動していない自治会がある 

 ・自治会の加入率が極端に低いのに、自主防災会への参加が高いこと 

 ・皆さん積極的 

 ・皆さんの経歴・特技を持っておられる。それがまたまち協の活動でやんわりと生きてい

る気がする 

 ・地域によって大きな違いがありすぎること 

 ・まち協の代表者のみなさんがワークショップに慣れている 

 ・皆様積極的で前を向いている 

 ・くじ引きで役を決めることが提案されたが、全ての人が助け合う体制が出来ていて可能

なことと思う 

 

●わたしがうれしかったのは 

 ・みなさんが同じようなことで困っておられることを知り、安心感を持ちました 

 ・地域が顔の見える関係にあるという思いをもって活動することが大切と思っていらっし

ゃる方が多いということ 

 ・同じ悩み、共感。知り合えたこと 

 ・多くの方の様々な意見が聞けた 

 ・同じ席で語り合ったメンバーが同調できたこと 

 ・他のまち協の方と知り合えたこと 

 ・発言に対し賛同が多かった 

 ・色んな人たちと知り合えた 

 ・どの地域も同じ様である 

 ・意見・アドバイスに感じる処があり、自分なりにチャレンジできる様な気がする 

 ・各々の班が現状と課題を聞きました。今後のまちづくりに提案したいと思います 

 ・考えが共有できたこと 
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 ・小浜地区の青少年部活動について 

 ・時間を守る 

 ・皆様とお話しが出来良かったです 

 ・よい勉強になりました 

 ・まち協として、すでに若者の方が参加しやすい環境を作っていること 

 ・まち協として、イベントだけではなく、地域の課題を解決する役割を担っていることが、

グループで共有できたこと 

 

●わたしががっかりしたのは 

 ・発表時間が短いこと 

 ・いつも同じようなテーマで話していることの解決策は、同じ様に思う面もありました 

 ・世代間のギャップを埋めるのは難しい 

 ・課題の披露に終始し、解決朔への展望が望まれる 

 

●わたしが学んだのは 

 ・23 万都市の宝塚は様々な地域の特色があり、統一した考えに落着させる事は至難の業だ

という考えに至りました 

 ・すべてが勉強です。また、知人が増えたことを喜んでいます。 

 ・まち協の存在をもっと PR すべきものと思った 

 ・次世代を取り込むためには、PTA をはじめ若い方にいかに地域活動の大切さを PR してい

くことが必要 

 ・今の現職の大人を育てるより、その子どもたちを育てるのがポイント 

 ・なんでも自分でやるのではなく、もっと仕事を振り分ける勇気が必要 

 ・皆さんすごく熱心で、よく考え、行動していることです 

 ・地域によっていろんな事情があり、状況が異なっている 

 ・よその地域の事が聞けて、まち協のあり方の難しさを知りました 

 ・日頃の活動の積み重ね。目に見える横のつながり 

 ・イベント型ではなく、課題解決型のまちづくりを進めていくという考え方 

 ・課題は沢山ある 

 ・まち協への意欲がある人が多い 

 ・少年野球の指導者等が将来の人材につなぐ 

 ・人の意見を聞くことが大事 

 ・まず自分から行動する大事さが必要 

 ・PTA との連携 

 ・多くの方が真正面から取り組まれているが、まだまだ地域の中には活動を知らない人が

いる。参加してもらえる人の人材発掘をしたい 

 ・イベントだけでなく、地域の課題を解決していくことが、これから必要 

 ・まち協を更に進めて行くには、各自治会活動の延長と思う 

 ・それぞれのまち協が、同じまち協というものでありながら、全く違うものになっている

ように思った 

 ・地域の皆さんに理解してもらう 

 ・担当日を平日と休日に分けて考える方法があったこと 

 ・趣味の広い人や専門的に詳しい人がいた 

 ・義務ではなく、喜んで地域活動すべしです 

 ・若い人も地域活動に関わりたいという気持ちが強いというアンケート結果が出ている。 

  うまく関わってもらう仕掛けが必要 

 ・まち協と自治会のそれぞれの役割を見直す必要があること 
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●わたしにとって必要と思ったことは 

 ・課題解決型の仕組みの必要性 

 ・地域活動を今後も続けていこうと思いました 

 ・色々な人と知りあって、色々な意見を聞けたこと 

 ・皆様の意見を大いに聞くべきと思った 

 ・地域の皆さんに理解をもらう 

 ・会議の輪に入る事は必要と思う 

 ・改めて「この町に住みたい」まちづくりをみんな共有して活動していこうということ 

 ・土日に活動できる組と平日に活動できる組に分けたらどうかという提言を検討したい 

 ・若い世代をいかにまち協に参加してもらうには・・・ 

 ・協調性・若い人が増えてほしい 

 ・周りの未加入の世帯が共に活動していく地域づくり 

 ・情報の共有化 

 ・自分自身が変わること（魅力ある人間に） 

 ・地域の勉強 

 ・色んな方の意見をじっくりと聞くこと 

 ・もっと興味を持ってもらうこと 

 ・今後のまち協にとって課題重点型にかえてゆくこと 

 ・もっとまち協を知ってもらう仕組みを作る必要がある 

 ・代表等に入らないマイノリティの意見は不要か？ 

 ・団体運営は人間関係・信頼関係の構築です 

 ・自治会との連携のため自治会役員ともっと人間関係を築いていかねばならないこと 

 ・人づくりには積極的な接触が最も必要なことを再確認しました 

 ・まちづくり協議会の存在理由を明確化する事 

 

●そのほか考えたこと、書いておきたいことは 

 若いお母さん方の参加、いつもの顔ぶれ！ 

 各まち協で同じ様なワークショップをしては！ 

 市側がもっと「このまち」をどうするかのコメントを望まれる 

 効率的な広報活動、情報伝達方法は？ 

 参加型も良いですが、講演（良）を聞かせてほしいです 

 今回は男性の方が多く参加された事は良かったと思う 

 やはり住民の自己責任 

 何でも自主的に取り組むこと 

 広報が最も大事。根気強く続ける 

 就労世代へのアンケート。興味はあるが、どこに相談するのか、何をしているのか 

 ①各ライフステージ毎（ex：子育て終了時）にコミュニティへの参加チャンスが生まれる 

②土日組/平日組の 2 部制の検討。若い世代、働く人も参加できる 

スマホ等で、SNS・ブログ・HP の情報発信（とくに若い世代向け） 

⇒その為に“ゆるいつながり”を継続できる関係が不可欠 
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福祉コミュニティ支援事業見直しに向けてのワーキングチーム会議【２回目】まとめ 

 

＊ 日時  平成２９年１２月１４日（木）１０時～１２時 

 

＊ 場所  総合福祉センター ２０１・２０２ 

 

＊ 参加者 計２３名（市内１３まちづくり協議会活動者のみなさま） 

地

区 
まちづくり協議会名 役職 氏名 

１ 仁川まちづくり協議会 活動委員長兼務副会長 井手 義明 

良元地区まちづくり協議会 副会長・会計 柴田 正雄 

福祉部長 浅野 公子 

光明地域まちづくり協議会 福祉部長 須藤 實枝 

２ 逆瀬台小学校まちづくり協議会 

ゆずり葉コミュニティ 

会長 中村 一雄 

活動支援局長 古泉 義太郎 

コミュニティ末広 代表 豊田 茂男 

副代表 溝本 直人 

３ コミュニティすみれ 代表 川上 操 

宝塚小学校区まちづくり協議会 福祉活動部部長 安原 朝子 

福祉活動部副部長 谷 節子 

４ 小浜小学校区まちづくり協議会 副会長 佐竹 文明 

副会長 松林 春夫 

５ 長尾地区まちづくり協議会 福祉部会長 大芝 自子 

福祉部副部会長 足立 忠男 

６ 中山台コミュニティ 会長 畑中 康治 

福祉活動副部長 平原 雅明 

山本山手地区まちづくり協議会 代表 奥野 廣明 

福祉部部長 八木 多美子 

福祉部部員 奥野 順子 

長尾台小学校区コミュニティひばり 子ども福祉部会 菅沼 玲子 

７ 西谷地区まちづくり協議会 会長 小中 和正 

第７地区民生児童委員協議会会長 西田 實 

 

＊ 内容 

１、ワーキングチーム会議１回目検討事項のまとめと見直し案の一部修正・・・・・資料１の通り 

●ご意見・ご質問等 

・福祉コミュニティ支援事業見直しについては、平成３１年度より変更と聞いていたと思う。今回

提示された見直し案に、「ネットワーク会議で抽出された福祉課題をまちづくり計画の福祉部分に

反映する。」とあるが、まちづくり計画については現在市が見直しを進めていて、今回の見直しが

終わった後、どのくらいの期間で次の見直しをするのかについては不明であると思うが、まちづく
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り計画に反映させることができるのか？ 

→まちづくり計画の見直しについては、社協としてもまだ詳細を確認できていない中での今回の提

案となっているため、見直しの方向性についても確認したい。また、地域によっても見直し方法等

も変わってくると思うので、すべて一律ということではなく、地域の状況に応じた反映の方法とな

るのではないかと考えている。 

・まちづくり計画の見直しについては、今後も随時見直していく必要があると思うので、各地域で

検討していけるのではないか。 

 

２、まちづくり協議会と地域内のボランティアグループの協働について 

（１）まちづくり協議会と地域内のボランティアグループの協働について・・・・・・資料２の通り 

・今回の件等事項としてテーマ設定するに至った経緯と事例を説明。 

・事例については、「コミュニティすみれ」と「中山台コミュニティ」の活動者の方々からも説明

していただいた。 

 

（２）検討事項 

①テーマ：まちづくり協議会と地域内のボランティアグループが協働している事例はありますか？  

○別紙ワークシート（ピンク色）の内容に基づき、各自記入をした後、グループ内で情報交換を行っ

た。 

 

主なご意見のまとめ 

 

１ 協働している団体 

（１）ふれあいいきいきサロン等生活支援関係 

・喫茶ボランティア 

・ミニデイサービス 

・外出支援ボランティアグループ 

・生活支援ボランティアグループ 

・配食ボランティア 

・生活支援を行う NPO 団体 

 

（２）地域関係 

・老人会 

・婦人会 

・だんじり保存会 

・自主防災会 

・青年団 

 

（３）子ども関係 

・おやじの会 

・子育てグループ・子育てサークル 

・子ども会 

・登下校の見守りグループ 
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・子ども食堂 

・学校応援団 

・補導委員 

・放課後遊ぼう会・放課後子ども教室 

 

（４）健康づくり関係 

・いきいき百歳体操 

・スポーツ２１ 

・卓球 

・グランドゴルフ 

 

（５）趣味活動関係 

・サークル活動（麻雀、カラオケ、手芸、文化活動等） 

・環境保護団体 

 

２ 協働している内容 

（１）イベント・行事 

・食のグループ（配食）。宿題ひろば夏休み４日の最終日カレーランチの料理。 

・コミュニティイベントに誘うようにしている。 

・コミュニティとしての大きな行事で連携している。 

・青年団。もちつき、だんじり、盆踊りで連携している。 

 

（２）ネットワーク会議への参加 

・仁川高丸の老人クラブ。ネットワーク会議に参加。週に１回児童の下校時の見守り活動をしてい

る。児童見守りの情報交換会にも参加している。 

・イベントのお手伝いくらいにしか来てもらえていない。応援してくれる人を増やしていけないか。

ネットワーク会議を通じて広げていこうと思っている。（ネットワーク化） 

 

（３）福祉部会への参加 

・いらっしゃいませ倶楽部。福祉部会に２名参加 

・外出支援（福祉部から発展）。福祉部会に参加。 

 

（４）その他 

・子育てサークル。子育て支援のアンケートに協力依頼 

・下校時の見守りグループ・安全対策委員会。安全策の確認 

・活動に助成している。（福祉コミュニティ支援事業より） 

 

②テーマ：まちづくり協議会と地域内のボランティアグループが協働することで、良かった点、悪か

った点をお聞かせください。 

○別紙ワークシート（青色）の内容に基づき、各自記入をした後、グループ内で情報交換を行った。 

 

主なご意見のまとめ 
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１ 良かった点（良いと思う点） 

（１）人材確保 

・イベント時の役割を分担し、うまくいっている。 

・お互いのマンパワーを活かす。 

・人的効果、役割分担ができる。 

・スキル、力を結集できる。 

 

（２）若い世代との連携 

・つながることで新たな意見が聞けた。（若い人の発想） 

・初めて地域活動に参加するような人、ＰＴＡとそのＯＢの活動をバックアップすることで継続し

て活動に参加する人が増える。 

・子ども会が本部役員を連れて来てくれる。 

・おやじの会が新しい人を連れて来てくれる。 

 

（３）情報共有 

・他の団体を知ることができた。 

・情報交換できる。 

 

（４）地域の活性化 

・まち協の活動者高齢化している。PTA との連携等若い人とのつながりで活性化している。 

・地域ごとのボランティア活動を活発にすることが地域の活性化になる。お互いに足りないところ

を補い合う。 

・全体的な活動の幅が広がる。 

・合理的、有機的運営ができる。 

・イベント共催にて地域の参加者増える。 

 

２ 課題に思う点 

（１）ボランティアグループ側の負担 

・ボランティアグループも人手不足。 

・まち協への登録について、月１回の活動（会議）への参加、イベントへの協力を依頼すると、それ 

はできないということになった。 

・イベント等の単発ものに参加はしてもらえるが、長期的にまち協と協働するのはボランティアグ

ループにとって、時間的にも負担が増えるので難しい。 

・ボランティアグループの仕事が増え、頼みにくくなる。 

 

（２）まちづくり協議会としての負担 

・イベントで準備から入ってもらうことは難しい。（事前のお膳立てがいる。） 

・会議が増える。 

・コミュニティの代表、事務局の仕事が増える。 

 

（３）ボランティアグループについての情報収集 

・地域内のボランティアグループがどれくらいあるのか、確認が必要。 
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・ボランティアグループの全体把握ができていない。どう全体的に広げていくか。 

・地域の把握。 

 

（４）活動場所・資金について 

・コミュニティ室が毎日決まった団体に利用されてしまうため、他の活動に使えない。 

・新たな団体へまち協から助成する資金がない。 

 

（５）その他 

・まち協が寄ってくる人だけのものになっていないか。本来は全ての団体に入ってもらえると良い。

まち協が広がる。 

・まち協への登録→登録にどこまで求めるのか？ 

・他の活動を犯してはいけないという動きもある。 

・ボランティアグループを増やしていくことも求められている。 

・趣味活動までまち協が連携していくのか。 

 

３ まち協の役割について（協働についての話し合いの中からいただいたご意見） 

（１）つなげる・つながる 

・つながりを広げるための支援をコミュニティが行っている。自治会という垣根を取っている。 

・つながるための効率、効果的な方法をコミュニティが考える。 

・文化サークル活動のような活動を広めていくことも支え合いにつながるのでは。 

・まち協自体が連携組織。広める、深める役割。まち協だけではできないところをボランティアグル

ープとつながる。そのためには、もっと広報活動を！ 

 

（２）ボランティア活動のバックアップ 

・ボランティアが NPO 化している。状況を見て、活動をバックアップ。 

・新しい活動の発掘。 

 

３、今後のワーキングチーム会議の実施について 

（１）次回ワーキングチーム会議の検討内容について 

・福祉コミュニティ支援事業申請書・報告書等の様式の見直しについて 

・社協会費のＰＲについて 

 

（２）次回ワーキングチーム会議の日程について 

・日時：１月３１日（水）１０：００～１２：００ 

・場所：総合福祉センター２０１・２０２ 

 

（３）その他 

・ワーキングチーム会議は、次回３回目の後、３月頃にまとめとして４回目の会議を行い終了する

予定です。 

・今年度のワーキングチーム会議終了後、平成３０年夏ごろに、市内全まちづくり協議会を対象と

して、「福祉コミュニティ支援事業見直しについての説明会」を実施する予定です。 
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    各  位 
 
 
 

 

 

市民と市長のテーブルトークの開催について（ご案内） 
 

寒い日が続きます。予てよりご連絡していました市長との話し合いの場が決定し

ましたので、時間のご都合が宜しければご参加をお願いいたします。 

 

                記 

対 象：逆小まち協と西山小まち協の皆さま    

    市長と行政職員数人の主導で行われます。市長の司会で住民が参加してフリ

ートークします。住民の参加者は４０名前後？と思われます。今のところ３

年間で一度の会議です。 

テーマ：エイジフレンドリーシティ「お互いさまがあふれるまち宝塚」 

    「高齢者にやさしいまちは、あらゆる世代にやさしいまちでもある」と言う

まちづくりの趣旨です。 

日 時：平成３０年２月１０日（土） １０：００～１１：５０ 

場 所：ウエル西山（コミュニティ室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                以 上 

平成３０年１月７日 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会
「ゆずり葉コミュニティ」

会長 中 村 一 雄  
TEL ７２－５６４４ 

西山小学校運動場

正
門 

西
山
幼
稚
園 

プ
ー
ル 

ウエル西山 

池 
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(1)

（課題）

（回答）
（対応）

（予算）
(2) マップ

（地元）

（現状）

（お願い）
(3) 公園

以上

2件の⽴替の申し出がありました。予算で精算いたします。
③裏⼭ハイキングコース整備についても、今後継続していきたいと
考えています。

⇒本事業に伴い、各⾃治会に呼びかけた項⽬があります。
①公園アドプト制度登録⇒既に登録されている、逆瀬台⾃治会、光が丘
⾃治会の5公園に加え、今回3公園+予定3公園となり、22公園中11公園
が、登録することになります。
②公園に花壇等を整備し、皆の憩える公園づくりをしていきましょう。
本事業の中で、花壇づくりに必要な⽴替⾦がないか問い合わせした結果

・各⾃治会へのお願い。

たため、25万円で事業を進める⽅針で、市と協議。市も了承。
・⽀出は絞られてきますが、別紙改定予算にて進めたいと考えます。
⇒昨年、マップ作成のデザイン、編集、印刷を「(有)クルーズ」に、
お披露⽬ｲﾍﾞﾝﾄ企画を「ＦＭ宝塚、清⽔さん」にお願いする承認を得、
10⽉〜12⽉に間に10回の打合せを継続してきました。
その間、当協議会の各⾃治会の皆さんから、我が⾃治会のＰＲポイント
について、アンケート募集し、多くの項⽬が集まりました。
・マップについては、2⽉1⽇にクルーズから「初版」が提案されました。
・今後、内容「確認」⇒「校正」に⼊ります。
・イベントについては、4⽉のさくらの時期に、マップを利⽤した
ウオークラリーを「ＦＭ宝塚、清⽔さん」から2⽉1⽇に企画提案。

・当まち協には25万円を⽴替える資⾦⼒はなく、早急の対応が求められ

昨年、当事業は昨年度宝塚市の「エイジフレンドリーシティ構想」の推進との協働で⾏う
事業として位置づけ、事業申請をし採択されました。
ゆずり葉コミュニティ役員会議でも、10⽉度と12⽉度に議案提出し、報告をしてきました。

１、事業の進捗状況につきましては、全体予算とロードマップ事業と公園整備事業

全体予算 ⇒ 本きずなづくり事業の採択⾦額は50万円で、詳細予算については
平成29年10⽉1⽇（⽇）の役員会議案にて説明し、承認されています。
・当初宝塚市からは、半額の25万円が振込まれ、その分は充当できます。
が、しかし残りの25万円は振込まれないため、市に確認しました。
・残り25万円は、事業完了後報告書を審査しＯＫの場合に振り込みます。

実⾏委員会 ⽯⾕清明

  について、説明いたします。（詳細の時系列経過と今後の予定表参照）

ゆずり葉ｺﾐｭﾆﾃｨ役員会資料 平成30年2⽉4⽇

平成29年度宝塚市きずなづくり事業
「逆瀬台地域の魅⼒ある公園の創造とロードマップを活⽤した地域創⽣事業」報告と予定
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費⽬ ⾦額 ⾦額

報償費 30,000 50,000

印刷製本 160,000 80,000

1 15,000

2 10,000
3 15,000
4 120,000

備品購⼊ 150,000 105,000

旅費 50,000
需⽤費 50,000

役務費 45,000

使⽤料 15,000 15,000
500,000 250,000合計 合計

平成30年1⽉16⽇

未定
未定

未定

打合せ会議費

講師謝礼
講師１回10,000
指導員１回20,000円

ﾏｯﾌﾟ完成時ｲﾍﾞﾝﾄ関連講師

交通費実費、市役所、他地区
ｲﾝｸﾘﾎﾞﾝ、ﾌｧｲﾙ他⽂具
切⼿100（＠82円）振込⼿数料
電話代、保険代
3回×5,000

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成代

花壇整備費40,000円
草刈機等⽤具5,000円
裏⼭看板60,000円

交通費、通⾏料⾦
消耗品費、⽂具代

通信運搬、郵便費

会場、機器使⽤料

⽤紙代10,000円
封筒代5,000円
4,000部（＠2.5円）
500部（ｶﾗｰ＠30円）
1,600部（＠12.5円）×６

花壇整備⽤⽤具代他

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ代

⽤紙、封筒代他

ﾏｯﾌﾟ印刷費
ﾎﾟｽﾀｰ等印刷代
ＰＲﾆｭｰｽ発⾏

公園整備費

きずなづくり事業予算実⾏について

きずなづくり事業申請予算 実⾏予算
⽀出内容 積算根拠 実⾏予定内容
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ＮＯ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20 同年4月
本事業を起点として、今後も皆で憩える公園づくりをし、花と自然でいっ
ぱいの魅力ある逆瀬台のまちづくりを継続していきたいと考えています。

実施報告と予定は以上です。よろしく、お願いいたします。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員会　委員長　石谷清明

同年2月 ロードマップ初版完成⇒内容精査⇒校正に入る。3月初め完成予定。

同年3月31 本事業完了。

同年4月

3月にロードマップが完成し、花壇も花の芽が出た時点で、
お披露目イベント予定（ロードマップを活用したｳｵｰｸﾗﾘｰ、ゆずり葉公園に
てｲﾍﾞﾝﾄ開催予定）

同年12月 12月度ゆずり葉ｺﾐｭﾆﾃｨ会議にて報告。

平成30年1月 宝塚市きずなづくり室と協議。予算を50万円から25万円に下げる。

同年1月 ロードマップデザイン案作成。（12月～1月打合せ計5回）

同年10月

実行委員会開催し、
①公園整備等、ＰＲをロードマップに　反映する方法を決定。また、デザイン
を決定。（皆で考える。手作りのロードマップを目指す。）
②お披露目ｲﾍﾞﾝﾄに向けて、専門家講師を呼んで打合せ開催。
③ﾏｯﾌﾟの発注業者を早急に絞り込む。

同年10月 各自治会からＰＲしたい箇所と内容を募集。⇒ﾏｯﾌﾟの参考にしたい。

同年11月 ﾏｯﾌﾟ作成は「(有)ｸﾙｰｽﾞ」ｲﾍﾞﾝﾄ企画は「ＦＭ宝塚、清水氏」。（打合せ5回）

同年10 月
公園リノベーション事業の審査結果が採択された場合、４公園に健康遊具
を設置する検討を宝塚市公園河川課と共に打合せする。

同年10 月 本事業を「ゆずり葉だより第89号」に掲載。

同年10 月 逆瀬台小学校区まちづくり協議会役員会で説明。

同年９月25日 公園リノベーション事業のプレゼンテーション審査と結果

同年９月18日 篠原さんとマップの内容とデザイン打合せ⇒出来るだけ手作りを目指す。

同年９月22日 予算検討。ﾃﾞｻﾞｲﾝ、編集、印刷について3社見積比較（意見交換）

同年８月   実行委員会キックオフ会議開催

同年８月
 4公園を選出し、アドプト制度申込（逆瀬台1丁目公園、逆瀬台1丁目
第2公園、逆瀬台2丁目公園、光が丘公園）

同年８月18日 公園リノベーション事業申請

平成30年2月4日

逆瀬台地域の公園リノベーション事業報告と予定

年月日 活動予定内容

平成29年８月
きずなづくり事業採択を受け、 実行委員会の組織化⇒逆瀬台小学校区
まちづくり協議会で承認。
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